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※事務局記入欄 

№ 163 

【様式２】 

エントリー学校名： 島根県立浜田商業高等学校  

活動名：同僚性を高め合える組織へ～浜商版実証実験から見えてきたもの～    
解決すべき課題： 
「担任支援をチームとして図れないか」という命題を持ち、次の２つのビジョンを共有し実践に取り組んだ。 
１ 組織活性化と同僚性向上  ２ 教職員のチーム意識の醸成 

目標・方針： 
１ 担任業務の心理的・物理的負担軽減を全職員で図る戦略はないか。 
２ 同僚性を高め合えるチーム組織を作るために、情報共有の在り方に注目して、様々な仕掛けにトライ。 

活動内容： 

・スモールミーティング・・学年主任中心に学年部で情報共有、連絡事項の確認、情報の見える化（写真１） 
・15分短時間研修・・任意で分掌や個人が自己申告で職員会議後実施（月 1回） 
・3人で生徒朝礼・クラス 3人体制(担任１,副担２)・・教職員総出で生徒支援,担任支援,業務改善 
・職員室の席配置見直し・・学年会の組織力の向上、チームワークの向上、タイムリーな生徒支援（資料１） 

活動の成果：職員アンケート結果 1～４（資料２）と自由記述を抜粋        実施日 10月７日  
１ スモールミーティング （職員朝礼後、学年主任主導で各学年シマで実施） 
 ・学年会のチーム意識の向上、心配な生徒への迅速な対応が可能、教員間の共通理解が図られる 
２ 3人朝礼体制（担任１、副担２）、クラス 3人体制(全職員が朝礼へ) 
・担任業務の分担で、心理的・物理的負担軽減、生徒へ好影響、同僚の指導方法が参考になる 

３ 15分短時間研修（任意で申請） 
・職員間の学ぶ意欲・自信・意識の変化、手軽さ、色々な人の発表機会がある、幅広い情報が得られる 

４ 職員室の席配置見直し （学年部ごと・分掌部長の席配置） 
・迅速な情報共有・対応、相談がしやすく・機能的、部長同士の報・連・相、学年間の連携強化、会話増  

５ 生徒の変容 (資料３) 
・出席率の向上、不登校生数・生徒指導上の問題行動・いじめ件数の減少傾向  

アピールポイント（アイディアや工夫）： 
１情報共有の在り方を工夫・改善・見える化 

(1)スモールミーティング (2)教職員の席配置見直し（３）15分短時間研修 
２教職員総出で全面展開 
 （1）3人朝礼体制、クラス 3人体制（担任 1 副担任２） 
３教職員の相互作用による同僚性の高まり 
 （1）スモールミーティング（2）教職員の席配置見直し（3）15分短時間研修 
４生徒の変容が推進力 
 （1）出席率の向上（2）不登校生徒数減少（3）生徒指導上の問題減少（4）いじめ件数減少  
共通理解を持ち全職員で始めた取り組みは、職員の同僚性を高め、チーム浜商の総合力を高めるものになりつ
つある。少子化の続く地方の高校のみならず、日本中の高校へ１つのモデルケースになり得るものと考える。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

★チーム浜商実証実験★
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職朝後、スモールミーティングを実施して、良い点がありました
か。
生徒朝礼の３人体制について、良い点がありましたか。

（ 単位：％ ） 

チーム活性化への取り組み  
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